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イスラエルは「ユダヤ国家」

「移民国家」

るつぼ

“人種の坩堝“

国内の対立と国家の性質

目的



対立① 文化対立

・アシュケナジーム
[狭義]ドイツ系ユダヤ人

[広義]欧米系ユダヤ人

・スファラディーム
[狭義]スペイン系ユダヤ人

[広義]非欧米系ユダヤ人

・ミズラヒーム
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対立① 文化対立

アシュケナジーム：社会、文化を主導

「善導」しなければならない

ミズラヒーム：文化的扞格、経済的不遇

被差別意識の芽生え



対立② 国家像対立

ユダヤ民族国家
シオニズムによる世俗的ユダヤ民族統治

民主主義国家 ユダヤ教原理主義国家
非民族的･宗教的民主統治 宗教的国民統合による統治



対立② 国家像対立

ユダヤ民族国家
シオニズム：パレスチナにユダヤ人国家を建設

しようとする運動

国民統合の中心

ユダヤ人のナショナリズムを育む

ユダヤ人が国を治める



対立② 国家像対立

ユダヤ教原理主義国家

ユダヤ教の世俗化 イスラエルの弱体化

敬虔で偉大なイスラエルを作る

ユダヤ教が国を治める



対立② 国家像対立

ユダヤ民族国家
世俗的なユダヤ人国家 政教分離の国

宗教は国民の一部

ユダヤ教原理主義国家

宗教的なユダヤ教国家

宗教は国民の中心



対立② 国家像対立

原因

ミズラヒームの登場

･敬虔なユダヤ教徒

･シオニズムを信奉せず

人口の多数を占める

ユダヤ教原理主義の台頭



対立② 国家像対立

対立

ユダヤ市民 アラブ市民
ユダヤ教原理主義 民主主義



イスラエルの国際化

多文化主義 純粋なユダヤ性
ジレンマ

国際化の抱える問題

結論



終結論


